
水島三一郎先生は、昭和34年 3月 に東京大学を

退官、名誉教授になられ、その後の10年間、八幡

製鉄株式会社東京研究所 (の ちに新日本製鉄株式

会社基礎研究所)の初代所長として、企業内の開

発研究を指導された。また、学問研究の推進と国

際交流に努力され、「科学閑想曲」、「私の化学」

などの著書に加え、解説 。総説をつぎつぎに執筆

され、化学をわかりやすく親 しみやすく紹介する

ことにも努めておられた。いつもお元気な先生で

あったが、今年にはいって病の床につかれ、昭和

58年 (1983年 )の 8月 3日 、ご自宅で御家族のみ

まもるなかで、この世の生涯を終えられた。

水島先生は、明治32年 (1899年)の 3月 21日 、

東京日本橋のお生まれである。大正12年 3月 に東

京帝国大学理学部化学科を卒業、直ちに理学部助

手、昭和 2年 に助教授、昭和13年 に教授に昇任、

化学第二講座 (29年 9月 より物理化学第一講座 )

を担当、昭和20年 1月 より25年 3月 まで、東京大

学輻射線化学研究所所長を兼任された。

水島先生は、物理化学の分野において、新たに

構造化学を創始された先駆者のおひとりであり、

国際的にこの新 しい分野を先導する数々の卓越 し
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た業績をあげられた。それらの業績は、構造化学

に今日の隆盛をもたらし、有機化学、錯体化学、

高分子化学、分子生物学の分野に、構造化学を基

礎とする新たな展開をもたらしたものである。

化学科を卒業後まもなく、水島先生は、卓抜な

先見の明をもって、電磁波と物質の相互作用に関

する実験的研究に着手された。そして、アルコー

ル等の有機化合物について、電磁波の異常分散現

象を世界に先駆けて発見され、この異常分散現象

が分子の双極子モーメントに起因することを証明

された。昭和 4年から2年間はライプチヒ大学の

P.デバイ博士のもとへ留学、新たに発展 しつつ

あった量子力学の化学への応用についての研究を

行なわれた。帰国後は、誘電率とラマン散乱の手

法を組みあわせ、ジクロロエタン分子に 2種の回

転異性体が共存することを発見、それらを トラン

ス形およびゴーシュ形と命名された (こ の命名法

は国際的に慣用されている)。 この成果は、単結合

のまわりの自由回転の仮説を根本的に改め、安定

な回転異性体のコンセプ トを確立 し、現代化学に

変革をもたらしたものである。これらの業績、す

なわち、「有機化合物の双極子説の実験的証明お

よびこれと分子構造との関係についての研究」に

より、昭和 13年に帝国学士院賞を受けられた。ひ

き続いて、エタン誘導体などの双極子モーメント、

ラマン散乱、赤外吸収などの実験によって、分子

内部回転の研究を高度にかつ幅広 く展開された。

戦後は生物科学の重要性にいち早 く着目され、輻

射線化学研究所 (のちに理工学研究所第四部)に

おいて、核酸とタンパク質の研究を推進され、理

学部化学科では、タンパク質およびモデル化合物

の分子構造 (分子内部回転)の研究を展開された。
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水島先生の研究成果は独倉1的で、質量ともに世

界をリー ドし、国際的にも高く評価されていた。

昭和26年 より毎年の夏、欧米の多くの大学より招

聘を受けて特別講義をし、わが国における構造化

学の先駆的研究成果を欧米に周知させるのに貢献

された。国際的に幅広 く学会活動をされ、昭和30

年から42年 まで国際純正応用化学連合本部役員、

昭和37年には国際分子構造および分光学会議 (東

京)の組織委員長を務められた。このほか、スペ

イン最高学術会議名誉会員、インド学士院名誉会

員、バチカン市国学士院会員に推挙された。昭和

36年 11月 には、「物理化学・構造化学分野の功績」

により文化勲章を受賞、さらに、アメリカ合衆国

学士院名誉会員、日本学士院会員、アメリカ学術

振興会フェロー、アメリカ合衆国科学アカデ ミー

外国会員に次々に推挙された。50年 5月 、エリザ

ベス女王ご夫妻の訪日に際 し、日本学士院を訪問

されたエディンバラ公の接待委員を務めるなど、

国際交流と親善のため惜 しまぬ努力をされたこと

などは感銘深いものがある。

わたくしは、卒業実験をはじめた昭和24年 4月

より7年半、水島先生より御指導をいただいた。

先生はいつも温容で、わたくしども若い研究室員

を暖かく励まして下さった。国際的に大きな活躍

をしておられたのに、たいへん庶民的で江戸っ子

そのものであつた。「 くずざくらJがお好きで、

「これは高いので しょうね」といわれたことを、

いまでも想いだす。昨年 1月 7日 、化学教室に来

られたついでに、生物化学教室にも立ち寄 られ、

核磁気共鳴による生体分子の構造研究の説明をき

いて下さった。そして、 3月 28日 にR,N.ジ ョー

ンズ博士の送別会のとき、先生にお会いしたのが

最後になってしまった。そのとき先生は、東京大

学にいま在学中の 3人のお孫さん達について楽 し

く話 しておられたことが印象に残 っている。

水島先生の奥様は、敬虔なカ トリック信者とし

て知 られている。水島先生も、昭和31年に洗礼を

受け、信仰の道にはいられた。晩年先生は、イエ

スキリス トについて、わかりやすい本を書きたい

と言 っておられたとのことである。そして、病重

く呼吸困難のうちにも先生はなお、 しっかりと祈

りをされたと聞 く。暑さのきびしい8月 6日 の午

後、カ トリック田園調布教会には、水島先生の御

逝去を悼む数百名の会衆が参列 し、葬儀 ミサがと

り行なわれた。
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